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九
六
八
年
八
月
．
皿
ノ
i
　
印
刷

九
六
八
年
九
刀
　
　
日
　
発
行

舞∫51巻　 第5－P」’
史学・地理学・考古学

明治末年の日本…・…・………・……………・・…・………山木四郎（1）
　　一撮政擁護運動前d！の研’疋その一一

ふたたび呂氏春秋上農等四篇に見える
　農業技術について・…・……………・……………・…・・大　島　利　一　（43）

マヅクス・ヴェーバーとヴァイマル・デモクラシー…八　田　生　雄　（56）

わが国の焼畑経営方式の地域的類型（下）…………佐1〈木高明（78）
　　一わが国の・：ゴ三穀生産型㍉焼畑の
　　　　　　　経営類型に関する地目酌研究一

日木稲作の系譜（上）…………・・…………………・…石　毛　直　道　G30）

　　一稲の収穫法一

動　　向

インド地図学史に関すろ→トカーヒフィリモアの労作……海　野　一　隆　（151）

書　　評

富沢霊片㌘窪：封建制とτT三政…・…・……・………・……・…・・…・・鈴　　木　　利　　章　　（163）

紹　　介

図説三木戦記

史学研究会
　　京都大学文学部内



二
月
例
会
予
告

昭
和
四
十
四
年
二
月
一
白
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り

於
京
都
大
学
文
学
部
　
第
一
講
義
室

戸
立
削
国
道
守
荘
発
掘
調
査
加
報
此
P
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
大
学
助
教
授
　
大
　
西

青
　
二
　
氏

委
員
会
だ
よ
り

◇
前
号
を
お
鳳
け
し
て
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に

　
約
三
ヵ
月
が
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
刊
行

　
の
お
く
れ
を
と
り
か
え
す
べ
く
や
き
も
き
し
て

　
い
き
る
と
き
に
、
こ
の
為
躰
は
、
皆
様
の
お
し

　
か
り
を
待
つ
迄
も
な
く
、
委
員
会
と
し
て
身
に

　
し
み
て
い
ま
す
。
本
号
の
異
常
な
お
く
れ
は
、

　
印
刷
所
の
事
情
に
依
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

　
の
お
く
れ
は
、
．
当
分
月
刊
に
し
て
と
り
か
え
す

　
べ
く
、
鋭
意
印
刷
所
を
督
促
し
て
い
ま
す
。
今

　
後
三
号
を
月
刊
ペ
ー
ス
で
刊
行
し
て
、
一
気
に

　
お
く
れ
を
と
り
か
え
す
予
定
で
い
ま
す
。

◇
刊
行
が
お
く
れ
ま
す
と
、
会
費
の
ご
納
入
も
ぺ

　
ー
ス
・
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
こ

　
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
面
で
の
、
皆
様
方

　
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
以
前
に
ご
回
報
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
カ
ー
ド
、

　
只
今
名
簿
に
整
理
中
で
す
。
会
員
名
簿
は
次
号

　
又
は
次
々
号
と
共
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
な

　
お
会
員
カ
ー
ド
を
未
だ
御
返
呪
い
た
だ
い
て
い

　
な
い
方
が
若
干
あ
り
ま
す
の
で
、
至
急
に
御
返

　
送
下
さ
い
，

◇
昭
和
四
十
三
年
度
も
、
本
誌
に
対
し
、
科
学
研

　
究
費
研
究
成
果
刊
行
費
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

　
し
た
。
ご
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

◇
近
時
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄
稿
が
、
以
前
に
比
べ

　
て
減
少
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
数
年
、
閏
版

　
界
は
歴
史
ブ
ー
ム
に
わ
い
て
い
ま
す
が
、
ま
さ

　
か
、
そ
の
せ
い
で
は
あ
り
も
す
ま
い
。
し
か
し

　
学
術
誌
の
編
集
を
し
て
お
り
ま
す
と
、
そ
の
よ

　
う
に
も
、
勘
ぐ
り
た
く
な
り
ま
す
。
む
ろ
ん
、

　
吏
学
、
地
理
学
、
考
古
学
各
分
野
と
も
、
簡
単

　
に
は
論
文
を
出
し
に
く
い
問
題
に
滝
面
し
て
い

　
る
訳
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
大
胆
な
問
題
提

　
起
や
、
実
証
研
究
の
公
開
が
要
望
さ
れ
る
と
思

　
い
ま
す
。
活
発
な
ご
嵜
稿
を
お
待
ち
い
た
し
ま

　
す
。一

九
六
八
年
八
月
二
五
日
印
尉

一
九
六
八
年
九
目
月
　
」
　
日
発
行

史

発
行
人

印
刷
所

定
価
三
〇
〇
円

林
　
　
（
第
五
一
巻
第
五
響
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

民
都
大
学
文
学
部
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
理
事
長
　
　
井
　
上
　
智
　
勇

　
京
都
市
下
京
区
西
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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